























ち漢方医が 8割、洋方医が 2割である。明治 29(1896)年の統計では、洋方医は 4割未満、
漢方医が 6割であった。医師総数は、明治 6(1873)年では約 2万 8千人だったものが、明治
29(1896)年には、約 3万 9千人に増えている。 
 
1.1 明治期大阪医師番付 
 図 1 と図 2は、明治 14(1881)年と 18(1885)年の大阪の医師番付である。江戸時代は内科、
外科、眼科と区別していたが、明治になると、洋方か漢方の二つの区分に切り替わった。
明治のこの番付では、洋方医は約 3 割である。漢方医は、だんだんと洋方を取り入れなけ
ればいけないという世の流れから、明治 14 年には 46 パーセントだったものが、18 年には
















































































































 表 1 は、幕末から明治の町のお医者さんが診療した病気の統計であるが、医学統計では
なく、川柳や江戸の小咄に頻出するものを順位付けしたものである。今でも使われている
病名とともに、江戸から明治初期独特のものもある。 
図 2 改正浪華市街医家弌覧 明治 18(1885)年 7 月出版 
(『大坂医師番付集成』所収) 
－ 89 －


















































































































































































































































































































(2015 年 10 月 5 日、生活美学研究所本年度関西文化研究会における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学文学部教授 管   宗 次 
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